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は 『じめ に
本 稿 は,ル ー ドル フ ・ヒル フ ァデ イ ソ グ(1877～1941)が,主 に ハ プ ス ブル
こエひ
グ 帝 国 の軍 医 と して従 軍 した 時 期 に お け る,か れ の ラ イ フ ・ヒ ス ト リー で あ る。
(1)筆者は,今 まで若 き ヒル フ ァデ ィソグの伝記 を,以 下 の作 品で書 いて来 たので,
参照願 えれば幸 いであ る。
「ル 一ー…ドル フ・ヒル フ ァデ ィングの伝 記的新 資料」(r三田学 会雑誌 』第65巻第10号)
「若 き ヒル フ ァデ ィング」(r季 刊社会思 想 』1973年,第3巻第2号)
「ドイッ社会民 主党 とス トライキ論争」(r労 働運動 史研究 』第59号,労働 旬報社
1976年)
「ヒル フ ァデ ィング と 『金融 資本 論 』の時 代」(r歴 史学 研究 』 第418号,1975年
3月)
「第一 次世界戦争 と ヒル フ ァデ ィング」(r商 学討究 』(小 樽商大)第27巻第2号
1976年10月)一本稿 は,こ の稿 の継続 であ る。
r金融 資本 論 の成 立 』(青 木 書店1975年)
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1.第1次 世 界戦 争 とオ ー ス トリア社 会 民主 党
第1次 世界戦争の直接 のきっかけは,オ ース トリア=ハ ソガ リー二重 帝国 と
セル ビア国 との間でつ くられた。 この 「直接の原因は,南 ス ラヴ民族 の自由 と
ぐ　ラ
統一 の熱望 とハ プス ブル グ帝 国の衝突 であった 。」いわゆ るサ ライェヴ ォの「悲
　
劇」 がそれである。
ボス ニア州 とヘル ツェゴヴ ィナ州(現 在 ユー ゴス ラヴ ィアに属す る)は1908
年 にハ プスブル グ帝国に併 合 されていた。 ボスニアの首都 サ ライェヴ ォで,隣
国 セル ビアの過激 な民族主義的結社 「統一 か死か」の メンバ ーが,1914年に,
くの
・・プスブルグ皇位継承者 フラソツ ・フェルデ ィナ ン トFranzFerdinand大公
とその妃を射殺 した。大公 とその妻 の遺体 が ウ ィーソに戻 る と,ウ ィーソでは
反 セル ピア感情が噴 出 した。外交史上は この事件が戦争 の導火線 に火 をつけた 。
第1次 世界戦争 の勃発が,オ ース トリア社 会民主党 に どの よ うな作用 を与 え
た のであろ うか?
合法 的労働者党や労働組合が組織 的に発達 ・増大す る と,労 働官僚 が発生す
る。す なわち国会 議員,地 方議会議員,行 政活動家,党 専従役員 ・職員,そ し
て これに加えて,党 働組 合の役員 ・専従活動家 の層 である。 かれ らは,労 働者
運動 とその発展に よって直接扶養 され る層であ る。 これ らの労働官僚 だけでは
な く,間 接 に扶養 され る層 も発生 して くる。
労働官僚た ちは,ど んな活動で も,合 法性 を破 る ような大衆 の活動 は,危 険
とみ なす ようになる。権力側 の弾圧に よって,そ れ まで営為築 きあげて きたか
れ らの成果が危 うくされ,あ るいは失 うこ とになるか らであ る。か くして,労働
　 　
官僚たちは,は じめの うちは労働運動のために生きていたが,次 第に労働運動
　 　 　 　
に よ っ て 生 き る よ う に な る 。
(2)OttoBauer,Die6sterreichischeRevolution.in:OttoBauer.「Urerkausgabe,
Band2,EuropaverlagWien1976,S.493.
(3)オ ー ス ト リア 側 で は 悲 劇 と よび,ユ ー ゴ ス ラ ヴ ィ ア で は 英 雄 的 行 為 と よん で い る 。
(4)Vg1.EmilFranzel,FranzFerdinandd'Este.Wien1964.
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戦争 は,こ の点で問題 を最 も鋭 く提起す る。 国が戦争を決定すれば,反 戦活
動は非合法 とな り,こ れ までの合法組織 は壊滅 す る。 もちろん非合法政党 ・非
合法組 合は この心配はないわけであ る。 ドイツ社 会民主党(SPD)も,オ ー
ス トリア社 会民主党(SPO)も, ,これは例外 でな く,両 党 とも結局戦争に協力
してゆ くのであった。
ただSP6は,1点 においてSPDと 違 って,特 殊 な状況にあった。 すなわ ち
SPOは この時帝国議会 に出席 できなか った のであ る。オ ース トリア首相シ ュテ
ユル クSttirgkhは,1914年の3月 に例外法 を もって帝国議会を休会 させ てい
た。 これに よって政府は,無 制限な新聞検閲,市 民的権利 の制限,集 会 の禁止,
等が可能になった。一種 の政府独裁 であった。 戦争 の勃発 した時,SPOは 帝
国議会 の演壇 で自 らの主張を述 べ られ なか ったのであ る。SPδ はそ の代 り,
刊行物 でその意見を主張 した。
オ ース トリアの憲法 は,戦 時 中このために実施 され なか った し,R.A.Kann
は,議 会が開かれていた な らば,サ ライェヴ ォの暗殺の危機か ら戦争を防げた
くらり
か も知れ ない,と 書いている。
戦争 以前 のSP◎ の特徴 は,革 命的 マル クス主義を外観 とし,平 和主義 を標
榜 してい るこ とにあった。戦争が起 きる と,党 は,も ちろん戦争には賛成 しな
か ったが,中 央機関紙rア ルバ イター ・ツァイ トゥング』 は批判性 の欠如 した
論文 を掲 げた。政府は,Pシ ア ・ツ ァー リズムか ら国を護 る と保証 し,SP6は
次第に戦争歓迎へ と向か っていった。党 は ドイッ党 と同 じ く,ロ シァ ・ッ ァー
リズムが反動の砦 である とい うマル クスやエ ソゲルスの昔 の意 見を,利 用 して
いた ので ある。帝国労働 組合委員会は,そ の組合員 に対 し,「 戦争継続 中には,
賃 金闘争 をすべて止め よ」 と,呼 びかけた。
労働者層は,党 と労働組合か ら離脱す る ようにな り,1914年7月か ら1916年
6月 までの2年 間 に,ウ ィー ソとニーダー ・エステル ライ ヒだけで65%の党 員
を失な った し,そ の他 の地 域では74%から80%を失 なった。 労働組合員数 は,
(5)RA.Kann,AHistoryo/theHabsburgEmpire.1526-1918,Berkeley/
LosAngeles/London1974,p.487,
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ナ みス ドリアで次の よ うな趨 勢を示 した。
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2.ヒ ル フ ァ デ ィ ソ グ の 帰 還
1913年末
1914年末
1915年末
1916年末
1917年末
1918年末
41,5195
24,0681
17,7113
16,6937
31,1068
41,2910
ドイツ社会民主党員で,党 中央機関紙rフ ォル ヴェル ツ』 の編集局員,ヒ ル
フ ァデ ィソグは,ベ ル リンが ら故郷 ウ ィーンへ戻った。第一次世界大戦が勃発
してか ら,そ れで もかれ は,8～9ケ 月は,ド イッ社会民主党で実際活躍 して
いた こ とになる。後年 ヒル ファデ ィソグは,第 一次世界戦争 の時代に社会主義
運動で 「なに もしなか った」,と 非難 され るが,パ プス ブル グ帝 国の軍隊に こ
の時 と うとう召集 されたのである。時に37才であった。 同僚 オ ッ トー ・バ ゥァ
ー もすでに召集 され ていた。
ヒル ファデ ィソグは,医 学博士 の学位 を もち,か つては開業医で もあったの
で,ウ ィー/で はす ぐ軍務 として病院に勤務 した のであ る。 は じめは,ウ ィー
ソ市 内のル 一ードル フス ガ ッセ21番 地 のル ー ドル フシュピタル 皿であ った。 ヵ
一ル ・カウツキー夫 人ル ィーゼか ら手紙 が来て,ル ー ドル フはそれに返事を書
いた。「ドイツか ら何かを き くのは大変 うれ しい……」。病院では内科担 当で,
「思 った より早 く熟達 した」 とい っている。3日 毎に24時間の勤務であった。
　
ウ ィーソに留 まれ るのは不確 かで,こ こでは絶 えず医師否 出てゆ く・と 書 いた
ように,か れは6月 には もう他 の病院(フ ァヴォ リーテ ンシュ トラーセ67番地
ウィーン第10区)へ 移っていった。 これ は伝染病 の 「戦時病院」 で,ベ ッ ド数
ゆ
2,500の大 きなバ ラ ック建てであった。 「ここには新 しいこ とが何 もない」 と
(6)Hautmann/Kropf,Dieb'sterreichischeArbeiterbewegungvomVormdrg
bis1945,2.Aufl,,Wien1974,S.118.
(7)HilferdinganLuiseKautsky,29.IV.[19]15.InternationaalInstituutvoor
SocialeGeschiedenis,Amsterdam(以下IISGと 略),KautskyArchivDPart
(以下KDと 略)XII607.
(8)HilferdinganKarlKautsky,23.VI.[19]15,IISGKDXII608.
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歎 いてい る。1915年7月29日には,こ の病 院が来週か ら運営 され,午 前中は忙
ゆ
が しく,午 後は 自由にな る,と 書いている。 同15年12月には,第1戦 時病院
(ウ1一 ソ16区,ブ リュ ッツェル シュ タイク)に 移 っていることがわか るo
そ こか らヒル フ ァデ ィソグは カウツキーに書 いてい る。 「あなた 〔=カール
・カウツキー〕が ナ ウマ ンについてお書 きになった とは嬉 しいです。そ の公刊
て　ゆ
は 大 変 急 が れ ます 。 」 ナ ウ マ ンの 書 は,r中 央 ヨ ー ロ ッパ 』(ベ ル リソ,1915
ロの
年)であ り,カ ウツキ ーが公刊す るであろ う書物 は,r中 央 ヨー ロッパ合衆国』
(シュ トゥッ トガル ト,1916年)である。 ドイッは,中 央 ヨ・一ロッパ構想 を持
って戦争に臨んでいた ので,こ れ ら諸作品は時論的に見て重要 な ものである。
く　　エ
1916年7月1日付 カウツキ ーあての手紙 でル ー ドル フは書 く,「 あなたの ご
判断を,私 はいつ もの ようにお聞き したい。 ひ ょっ とす る と,金 融資本 〔=ヒ
ル フ ァデ ィソグr金 融資本論』〕 の経済政策篇か ら歴史を増補 ・修正 して,小
冊子 として刊行す るか もしれないのです。私には材料がすべて うま く入手で き
るか ど うか,す なわち,そ こに資本家的植民地 〔論〕を加 えるべ きか どうか,ど う
もわか らないのです。」 ル ー ドル フのこの小冊子は刊行 されなかったが,か れ
が 『金融資本論』第5篇 の増補を考 えていた ことがわか る。 っつ いて ドイツの
運動状況 について述 べてい る」。あなたは,諸 経過を悲観 的に見す ぎている と思
い ます。ベル リソの全体会議での諸経過,こ れについて私 は短い報告 を まず読
んだのですが,… …それほ ど不満足ではない と思い ます。党委員会 へ派遣 す る
二つの反対派 グル ープのベ ル リソ代表者 の事件 は,ま った く正 しい示威行 為で,
今は,方 向性の多様 さが本質的な ものではあ りませ ん。 これを拒絶す るこ とは,
健 全な理性を発揮す るこ とをやめ ることであ り,ロ ーザ 〔・ル クセ ソブル グ〕
に利用 され る言質(Denkzettle)になるのです。」
ゲ
(9)Ders.anK.Kautsky,29.VII.[19]15,IISGKDXII609.
(1()Ders.anK.Kautsky,27.XII.[1915],IISGKDXII610.
(11)FriedrichNaumann,MitteleκroPa.Berlin1915.
⑫KDXII611.こ の 番 号 の も の に は,7月5日 付 の 文 章,7月12日 付 の 文 章,も あ
る。
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3.イ タ リア戦 線
ハ プスブル グ帝国に とって世界戦争 の前半期 に,二 つの重要 な外交 問題が あ
った。一つは,対 ドイツとの同盟 の調整で あ り,他 の一つは,イ タ リアが協商
国側 に加わ るのをいか に妨 ぐかで あった。 しか し,1915年5月23日に,イ タ リ
アは協商国側 に立 って,オ ース トリア=ハ ソガ リーに宣戦布告を した。 オース
トリア外交は失敗 した とい うべきであ る。
1885年に,ド イツ,オ ース トリア=ハ ソガ リー,イ タ リアの間で秘密条約が
調印 され た。 この条約 に よれば,ド イツとオース トリア=ハ ソガ リーは,イ タ
リアが もしフランスの攻撃を受けた場合,イ タ リア側 に立 って行動す る義務を
負い,一 方 イタ リアは,ド イツに対 して同様 の義務を負った。 またこの条約参
加 の三 国が,他 諸国に攻撃 された場合,攻 撃国に対 して宣戦す る義務を負 った。
ただ し,イ ギ リスが ドイツまたはオース トリア=ハ ソガ リーを攻撃 した場合に
は,イ タ リアはこの同盟 国を援助 しな くて もよい ことになっていた。 いわゆ る
「三 国同盟」が成立 していた。
一方,1904年に英仏協商が,1907年に英露協商が,で き,こ こに,三 国同盟
と三国協商 とい う二大帝国主義 グル ープが存立 していたのであ る。
しか し20世紀に入 ってか らイタ リアが徐 々に三国同盟か ら離 反 しだ して きた。
オース トリアとしては,イ タ リアが三国 同盟の約束 を守 るであろ う,と 期待 し
ていたが,イ タ リア と長 く領土係 争問題をかかえていたので,こ れは危 なっか
しい ものであった。事実,世 界戦争がおきる と,イ タ リアは中立を宣言 した。
同盟国側 と協商国側 は,イ タ リアを味方につけ るべ く競い合 ったが,イ タ リア
は協商 国について しまった。1915年4月26日に イタ リアは,ロ ソ ドソで イギ リ
ス ・フランス と秘 密条約を結 び,一 ケ月以内に参戦す る,と 署名 した。 イタ リ
アが協商国側 に立 った理由の1つ は,協 商 国側が同盟 国側 よ りも戦勝後 の領 土
く　ラ
に つ い て 好 条 件 の 提 案 を し た か ら で あ っ た 。
⑬Cf.A.J.P,Taylor,TheFirst17VorldWar,Harmondsworth1970,
邦 訳,テ イ ラ ーr第 一 次世 界 大 戦 』新 評 論社(予 定)。
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イ タ リアは,5月23日,オ ー ス ト リア=ハ ソ ガ リー に 宣 戦 布 告 した。 こ の 時
ヨ ー ロ ッパ に,ま た は オ ー ス ト リア=ハ ソ ガ リーに と っ て,新 し く イ タ リア戦
線 が 発 生 した の で あ る。
4.テ ィ ロ ル
イタ リアが オース トリアに宣戦布告 した時に,ヒ ル ファデ ィソグはち ょうど
ウィーソについたばか りの頃 と思われ る。そ して,そ れか ら1年 余 りウィーソ
で軍医 として勤務 していたわけであ り,少 な くて も1916年の7月 まで ウィー ソ
に,家 族 とともにいた。 おそ ら く,・7月の下旬には,テ ィロルへ向った。そ の
理 由は,も ちろん イタ リア戦線 の発生に よってい る。かれは,テ ィロル地方 ブ
t/ソナ 一ー河 畔 シ ュ タ イナ ッハ の緊 急 予 備病院 の,国 民軍医(Landsturmarzt)
ヒ　
として赴任 した。8月1日 にはす でにそ こにいた。
テ ィロルは,オ ース トリアの一番奥 深い西部 にあ り,ア ル プス地方であ る。
西か ら東へ,イ ソ河 が流れ,そ の河畔 にあってテ ィロル最大 の都市は イソス ブ
ル ックである。 この イン河 に,イ ンスブル ック付近 で,ブ レンネル河が南か ら
注 ぎ込む。そ こか らブ レソネル河にそ って南下す ることお よそ20㎞ に,シ ュ
タイナ ッ・・が ある。 シュタイナ ッハか ら南へ10kmの 所に,交 通の要所 ブ レソ
ネル峠があ り,こ れは現在 のオース トリアとイタ リアの国境をな してい る。 当
時は,も ちろん国境ではなか った。 すなわ ち,ハ プスブル グ帝国は終戦 まで南
テ ィロル,す なわ ち北 イタ リアの一部を領有 していたか らで ある。
5.軍 事 状 況
ハ プ ス ブ ル グ 帝 国 は,戦 争 を 開 始 して か ら,ま ず 当面 の 敵 で あ る セ ル ピ ア に
攻 撃 を か け た 。1914年中 に 合 計3度 の攻 撃 を した が,成 果 は 小 さ か った 。 む し
ろ連 敗 した,と い った 方 が あ た っ て い た 。 こ の3連 敗 に よ っ て 帝 国 の威 信 は 失
墜 した 。
⑭HilferdinganKKautsky,1.VIII[19]16,IISGKDXII612.
FeldpOstkorrespOndenzkarte.
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ロシア軍 は,東 プ ロイセ ソに攻め込 み,タ ソネソベル グの戦いで敗北 した。
だが ロシア軍 は,ハ プスブル グ帝国の東北部 ガ リチエ ンを攻 撃 し,こ れ を占領
した。
イタ リア戦線が生 じると,帝 国は ロシア とイタ リアに対す る攻 撃を行 ないは
じめた。対 イタ リア戦線 には,当 初10万人 のハ プスブル グ軍 が国境を守備 して
いただけであった。守備隊は,二 つ の部分にいた。 第1は,ト レソチ ーノとし
て知 られ る南 テ ィロルであ り,ク ラウス将軍 とダソクル将軍が卒いていた。第
2は,ボ レオ ヴィチ将軍が指揮 を した,戦 線 の東方で,イ ソソツ ォ川 の谷 と ト
リエス トへいた る地域で あった。2つ の地域 とも,軍 事的には,防 衛 にまわ っ
たオ ース トリアに都合が よかった。 とい うのは,自 然環境 が荒 く,山 岳地 帯で
あ り,雪 と氷 でおおわれていたか らである。雪 の上 での闘かい,そ して,単 調
で,の ろい闘かいでは,両 軍 とも闘か って も利は小 さか った。
オ ース トリアは,師 団の数 が少ない うえに,輸 送 力で損 を していた。 とい う
のは,こ の戦線は,帝 国の辺境に位置 していたか らである。一方,イ タリア と
しては,こ れは国内戦線 だ といって よか った。 イタ リアの軍隊では,1914年6
月以来,参 謀長 カ ドルナCadoma将 軍が軍 事戦略 の指導を とった。 かれの考
えは,北 で防衛 し,東 で攻撃す るこ とであって,ト リエス トとライバ ッハを取
ぐユらひ
る こ とが 大 目標 で あ っ た 。
カ ドル ナ は,1915年6月 お そ く,イ ソ ソ ツ ォ川 に 向 か っ て 断 固 攻 撃 を した 。
そ れ は,こ の 年 行 な わ れ た4回 の攻 撃 の ・ 第1叩 目で あ っ た ・ 戦 争 中 ・ イ ソ ソ
ツ ォ川 攻 撃 は11回行 な わ れ た が,オ ー ス トリ ア軍,と りわ け 南 ス ラ ヴ 人 は 精 力
的 に 戦 った 。1915年の お わ り まで に,イ タ リア は オ ー ス ト リア軍 の2倍 の兵 を
失 な った 。
1915年か ら16年に か け て,軍 事 行 動 の 中 心 が ロ シ ア 戦 線(ド イ ツか ら見 れ ば
東 部 戦 線)に 移 っ た の で,英 ・仏 は そ の 間,西 部 戦 線 で,兵 力 を 補 給 す る こ と
が で きた。 ドイ ツ は2正 面 作 戦 を 行 な う力 は な か っ た の で あ る。1916年2月 末,
㈲ArthurJ.May,ThePassingo/theHabsburgMonarchy.1914-1918,
2.vols.Philadelphia1966,vol.1,P.104.
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ドイツ軍 は ヴェル ダソを攻撃 したが,フ ランスの防禦線 を粉 砕できなかった。
7月 と9月 に,英 ・仏軍は,ソ ンムで ドイツ軍に打撃 を与 え,10～12月に フラ
ソス軍 は ヴェル ダ ソを反撃 し ドイツ軍 を完全に駆逐 し,ヴ ェルダ ン攻撃を断念
させた。 これには,ロ シア軍 の南西方面軍 も援護攻撃 を行なった。 ロシア軍 に
よって,、オース トリア=ハ ソガ リー軍 の相当部分が 壊 滅 した ので,ド イツ軍
は,ヴ ェル ダソ会戦 とい う最 も重大 な時に東部戦線 に兵力を投入せ ざるをえな
か った し,オ ース トリア軍 もイタ リア戦線 か ら6個 師団を ロシア戦線に移動 さ
せた。 それに もかかわ らず,ロ シア軍 は,オ ース トリア=ハ ンガ リーに猛攻 を
加 え,陣 地線 を突破 した。
1916年3月,イタ リア軍は,ヴ ェル ダンで攻撃 されてい るフ ラソス軍 を援助
す るため,イ ソソツォで新たに攻撃 を開始 したが,失 敗におわ った。
1916年5月,ハプス ブルグ参謀総長 コソラッ ト・フ ォソ ・ヘ ッツェソ ドル フ
は,イ タ リア攻撃 を行な うことに決めた。 この作戦を ドイツは拒否 した。 なぜ
な ら ドイツは フラソスの中央部を撃つ計画を もっていたか らであ り,イ タ リア
戦線は ドイツの直接 の関心ではなか った。 ヘ ッツェソ ドル フは,や むな く単独
攻撃を した。 いわゆ る トレソテ ィー ノ攻撃であ る。5月15日,大 兵力を集中 し
てガル ダ湖 とブ レソタ河 の間で攻撃を加え,イ タ リア軍は敗走 した。 オ ース ト
リアは,ア シアジ ェ平原 を占領 した。 このため イタ リア首相サ ラソ ドラは辞任
した。 カ ドルナ将軍に とって救 い となった のは,こ の時 ロシアが ブル シー ロフ
将 軍 の 攻 撃 で応 答 して くれた ことであった。 このいわゆ るブルシー ロフ攻撃
(6月4日)で,オ ース トリアの前線 は崩壊 した。 オース トリアは トレソテ ィ
ー ノ攻撃を中止 し東 へ兵 力を投入 した。 ブル シーロフ攻撃は,オ ース トリア=
ハ ンガ リー軍 の志気 を喪 失 させた し,こ れ 以降 ハプスブル グは ドイツ軍 にた よ
って戦争 を続 け るよ うになった。 ブル シーロフ攻撃がな く,ま た ドイツが この
作戦に加わ っていたな らば,イ タ リアは1916年に破壊 しただ ろ う,と言われ る。
ドイツ最高司令部は この唯一 の機会 を見逃 した ことにな る。カ ドルナは反撃 し,
失 なった領土の半分を奪 回 し,ト レソティーノはかな り収 まった。1916年8月
6日,カ ドルナは イソンツォ方面に主要攻撃をかけた。 オ ース トリアは抵 抗 し
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なが らゲル ツ(G6rz),すなわち イソソツォ川 の重 要基地に退却 した。戦闘は
陣地戦 となった。
1916年の後半,イ タ リア軍は イ ソソツ ォでその後3回 の攻撃を行 ない,ゴ リ
ツ ァ(ゲ ル ツ)を 奪取 したが,ト リエス トへは ドイツ軍 とオース トリア軍 には
ば まれて,進 撃 できなかった。
1916年8月27日に,そ れ まで中立であったル ーマ ニアは,協 商国側に立 ち,
オース トリア=ハ ンガ リーに宣戦布告 した。1916年の戦闘の結果は,協 商国側
に有利 であった。 ら
6.野 戦 病院
ヒル ファデ ィソグが ウィー ンか らテ ィロルへ配置替え されたのは,こ の時期
であった。 もちろん,病 院勤務で あるか ら,戦 闘には まった く加わ らない し,
ブレンナー峠 よ り北 であるので,い わば後方勤務で,お だやかであ った。 かれ
ロゆ
の生活 は,「 と くに新 しい こ とは起 きていない」 し,9月10日 ごろは,ウ ィー
ソか ら高校生 の息子 カールが数 日間遊 びに来 ていたほ どであ る。
ここで ヒル ファデ ィソグは,学 術的問題を カウツキーに書 いてい る。 「カー
ロの
ル ・エ ミールの作 品にかん しては,そ の長 さを否認すべ きで はあ りませ ん。」
に　ロ
ヒル ファデ ィソグはr貿 易政策の諸問題』 とい う長 い論文 を 『ノイエ ・ツ ァイ
ト』 に送 っていた。 カール ・エ ミールは,も ちろんかれ のペ ソ ・ネームであ
る。 これは連続論文 として7回 連載 された もので,い わゆ る 「崩壊理論」 の批
こ　ラ
判,な どを含んでいた。かれは書 く,「 私 の見るか ぎ り,種 々の個別局面 で崩
壊理論 の誤 りを証 明す ることが問題 となってい ます。」 「もし崩壊理論 を救済
す る ローザ 〔・ル クセ ンブル グ〕 の試みが黙 って見逃 され るな らば,カ 〔一
く　
ル 〕 ・エ 〔ミ ー ル 〕 は 正 し か っ た の で す ◎ 」
⑯HilferdinganKautsky,10.IX[1916],IISGKDX[1615.
㈲Ders.anKautsky,15.IX[19]16,IISGKDXII616.
a$KarlEmil[=Hilferding],HandelspolitischeFragen,in:NeueZθゴ'J9.35.
(1916/17),Bd.1,S.5-11;40-47;91-99;118-126;141-146;205-216;241」146,
⑲ 拙 書 『金 融 資 本 論 の 成 立 』(青 木 書 店)で 短 か くふ れ て い るg
⑳ 注 ㊥ の 手 紙g
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同 じ手紙 の中でベ ネデ ィク ト ・ カウツキ ー 〔カール ・ カウツキーの息子,'
愛称ペ ソデル〕あての文が含 まれてい る。ヒル フ ァデ ィソグは教 えている。「君
は必ず高等数学を学んで おかな くてはいけ ませ ん。」 「それか ら数 学のあ とで
根本的に近代物理学 ・化学を勉強 しつ くし,… …それか ら君に忠告 しますが,
くヨユリ く　　コ
ラソゲのr唯 物論史』を読む こ と,そ して シュヴェーグラーかあ るいは フォア
ご　　ひ
レソダーのr哲 学史』,そ うした ら哲学者 自身をは じめ る,す なわち シ ョーペ
ご　ね こ　リコ
ンハ ウエルのr充 足根拠 の原理』,r倫 理』な どを。」 とすすめてい る。 これ
らは,ヒ ル ファデ ィングの基礎教養 の一部をのぞかせ る もので もあろ う。 ラン
ゲや フォア レンダーは,い わゆ る新 カ ン ト派 哲学者であ り,ヒ ル ファデ ィソグ
く　　コ
は ヨ リ若 い頃 これ らの著作 を よ く読んだ のであろ う。すでに記 した よ うに,ヒ
ル ファデ ィソグたちの グル ープは,新 カソ ト派社会主i義であ った。
テ ィロル地 方は冬 が早い。この年 ここでは9月20日 か ら雪 が降 りは じめ,大変
寒 くなった。妻 マル ガ レーテは数 日ここを訪れ るはずであ った。 また ヒル フ ァ
で　 ヤ
デ ィソグは,こ こシュタイナ ッハには10月20日まで しかいない,と書いている。
10月25日にはす でに移動伝染病院Nr.2に移 っている。 これ以降 ここで勤務
をつづけてい るよ うに思われ る。ただ し予備病院rイ ェーゲル ソ ドル フ』発 の
はが きも時 々あ り,そ の二つの病院 の関連は不 明で ある。
「とい うわけで,私 は新 しい場所 に来てい ます。 ここは また美 しく,仕 事 の
こ　 り
関 係 は と て も よ く な る は ず で す 」 。 こ こ で も,か れ は カ ウ ッ キ ー に 書 籍 を 所 望
⑳FriedrichAlbertLange,DieGeschichtedesMaterialismus。..
囲AlbertSchwegler(1819-1857),GeschichtederPhilosoPhieimUmriss.
1.Auf1.,1847;14.Auf1.,1887.
㈱KarlVorlander(1860-1928),GeschichtederPhilosoPhie.
②4}ArthurSchopenhauer(1788-1860),UeberdievierfachenWurzeldes
Satzesvom2ureichendenCrecnde.(短 か くはSatzvomzureichenden
Gr"ndeで あ る が,ヒ ル フ ァ デ ィ ン グ は,SatzvondervierfachenWurzelと書 い
て い る よ うに 読 め る 。)
㈱Ders.,DiebeidenGrundProblemederEthik.(ヒ ル フ ァ デ ィ ソ グ はEthik
と の み 書 い て い る。)
⑳.拙 稿 「若 き ヒ ル フ ァ デ ィ ソ グ 」(『 季 刊 社 会 思 想 』3-2)。
伽HilferdinganKautsky,21.IX[19]16,IISGKDXII617.
(28)Ders。anKautsky,25.X.[19コ16.IISGKDXII620.
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こ　りし
した り,『 ノイエ ・ッァイ ト』 の必要な号を送 るよ う頼 んでいる。
この頃かれは,ド イツ社 会民 主党党首 で,友 人で もあ るフー ゴー ・ハ ーゼ
(HugoHaase)のことをいつ も書 いてい る。 また,親 友 オ ッ トー ・パ ウアー
のこ とを心配 してい る。なぜ な ら,オ ッ トー ・バ ウアーは,ロ シア軍 の捕虜 と
して抑留 され ていたか らである。 バ ウアーは,戦 争 勃発後予備役大佐 として召
集 され,ガ リチエ ソで対 ロシア戦 に参加 した。1914年の11月23日に ロシア軍 に捕
まった。 まず バ イカル湖 の東のべ レゾウカへ,そ して数 ケ月後には,蒙 古国境
ごゆ
に近 い トロイツコサ ウスクへ送 られた。 ヒル ファデ ィングは書いてい る,「 ナ
ッ トーは,い つで も私 の支えです。 かれの帰還 が まだ餐め られ る とい う危険 は
もちろん大そ う大 きいです,ま た,か れがそれを克服す るために状況がい くら
かで も好転す るか ど うかは,ま だ全 く不確かです。」そ して時局についてふれ
てい る。 「平和 の提 案は,一 つ の歴 史的行程 です。 ……今やた しかに戦争 の全
盤的尖鋭 化がや って くるはずです,そ して議会では熱狂 が増大するで しよう。
で　
フ ー ゴ ー 〔・ハ ー ゼ〕 の 声 明 は 良 か った 。」 こ こに 言 う,平 和 の提 案 とは,
ご　
1916年12月12日の ドイ ツ政 府 の 平 和 提 案 で あ ろ う。19i6年の秋 か ら交 戦 諸 国 の
中 で 平 和 討 議 が お き て き た 。 そ の理 由 の 一 つ は,決 定 的 勝 利 の 見 込 み が な い と
わ か りは じめ た か らで あ っ た 。 ドイ ツ政 府(あ る い は 中 央 列 強)の 平 和 提 案 は,
12月12日の ドイツ 帝 国 議 会 の 前 日に 突 然 提 起 さ れ た 。 議 会 で 帝 国 宰 相 が 説 明 し
た が,勝 利 へ の 強 硬 な 態 度 と具 体 的 平 和 条 件 な しで,敵 側 諸 国 と平 和 交 渉 して
も よい とい う もの で あ った 。 「ハ ー ゼ の 声 明 」 とは,こ の 際 ハ ー ゼ が 行 な った
警 告 の よ うに 思 わ れ る。
一 方 ,ハ プ ス ブル グ帝 国 に とっ て も,1916年の 末 は,戦 争 の 外 交 的 転 換 期 を
示 した 。 第1の 契 機 は,皇 帝 フ ラ ソ ツ ・ヨ ー ゼ フ1世(FranzJosephI,在
位1848～1916)の死 去(11月20日)で あ っ た 。 老 帝 は,ド イ ッ と固 く同 盟 しつ
(29)Ders.anKautsky,21.XI.[19]16,IISGKDXII621.
(30)Vg1.JuliusBraunthal,OttoBauer.EinLebensbild.in:OttoBauer.Eine
AuswahlausseinemLebenswerle,Wien1961.
⑳HilferdinganKautsky,20.XII.[19]16,IISGKDXII627.
閣 プ リッツ ・フ ィッシ ャー 『世 界強 国へ の道 』1,岩波書店1972年,367ページ以下g
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つ,戦 争 を遂行 しよ うとしたが,次 に即位 した カール1世(KarlL)は,ドイツ
の軍 事同盟 を追 求せず,戦 争の休止 ・和平 の努力を模索 しよ うとしたのであ る。
ヒル フ ァデ ィソグは書 いてい る。 「個 人的な事ですが,私 は大変 元気で,ウ
ィー ンよ りもこち らの方がず っ と好 きです。 医療 の点で もまった く面 白 い で
す。」 かれはチ フス部 門,そ れか らヂフテ リアそ の他 も扱 っていた。 「個 人的
ぐ　
には,勤 務の境遇は とて も気に入 ってい ます。」
7.ア メ リカの 参 戦
1916年末,ア メリカ合衆 国で ウィル ソン(ThomasWoodrowWilson1856
-1924)が大統領 に再選 された。 ア メリカの資本家階級は,世 界戦争へ の参加
を早 め よ うと欲 していた。 ウィル ソソは,中 立主義 を掲げ,戦 争を押 しつけ ら
れ ることは 自分 の意 に反す る,と い うポーズを と り続 けていた。 だが1ドイッ政
府が1917年2月1日に無差別潜 水艦 戦を宣言 したために,2月2日 アメ リカは
ドイツと外交 関係 を断絶 した。そ して4月6日 ア メ リカは ドイツに宣戦布告 し
た。 もっとも,積 極 的に軍事介入 した のは,1918年か らであった。
ヒル フ ァデ ィソグは,1917年1月31日に カウッキ ーに書いた。 「非常に興味
あ るのは,ウ ィル ソソの外交 とそ の と りあげ方 で した。 この民主的 な原理 の声
明が,ま さに初期 の ドイッとオ ース トリアの社会主義者 に よって空想 的な もの
として片づけ られてい ること,そ して,こ れ までの権力政治一般 に反対 して向
け られ る ことを洞察す る代 りに,列 強 グルー プの一方か または他方 に対 して ヨ
リ向け られ るか ど うか だけが問われ ることは,ま さに特徴的です。そ して また
特徴的な こ とは,連 合国側が ウィル ソソと同結 して,r同 〔盟 国〕』に反対 し
こ　 ラ
て い る こ とで す 。」 ㌦
ウ イル ソ ソは,1916年12月18日に,全 交 戦 国 の政 府 に 向 か っ て,戦 争'目的 を
あ き らか に す る よ う提 議 した 。 ヒル フ ァデ ィ ソ グの 手 紙 は これ を 指 して い る も
の と思 わ れ る。
{33)注(31)の手紙。
(34)HilferdingaロKautsky,31.1・[19]17,IISGKpXJI628,
●
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「ウ ィ ー ンで は す べ て が 異 常 な しで した 。 」 と ヒル フ ァデ ィ ソ グは 続 け る。
か れ は,ウ ィ ー ソを こ の 時 訪 れ た の で あ る。 「私 は,ブ リ ッ ツ 〔=フ リー ドリ
ごゆ
ヒ ・ア ドラー〕に会 い,およそ%時 間話 しました。」 フ リー ドリヒ ・ア ドラー
は,ヴ ィク トル ・ア ドラーの実子であ る。 かれは,戦 時中ナース トリア社 会民
主党 指導部にで きあが った左翼の指導者 とな り,1916年10月21日,オース トリ
ア首相 シュテ ユル クを射 殺 した。 ア ドラーは死刑 を宣告 され,そ の後18年の懲
役 にかえ られた。 ヒル ファデ ィングは暗殺事件後 のア ドラーを訪れたわけ であ
る。 「オ ッ トー 〔・バ ウアー〕 については,相 当規則 的に通信を」得てお り,
ご　 き
「かれは,元 気で働 らいて 〔あるいは研究 して〕います。」バウァーは苦 しい
捕虜生活を送 っていた。その間かれは研究を続け,戦 後その成果を著書 『資本
く　
主義の世界像』 として公刊 した。
8.ロ シ ア革 命
ヒル フ ァデ ィ ソ グは,1917年10月16日に ベ ル リ ソへ ゆ き,カ ウ ッ キ ー と話 を'
エさ　カ
したい と,書 いている◎
12月3日付 の手紙 で,カ ウ ッキ …ー一に書 いて い る。 「われ わ れ の病院は,目 下
の所,増 大 してい ます。そ のために,私 自身 は非常 に多 くの ことを しなけれぽ
な らず,ほ とん ど1日 中,私 の部局にお り,私 の歴 史的関心 は,病 気の歴 史の
作成に」 ある,と 皮 肉を言 ってい る。 「マ ックス ・ア ドラーが,マ ル クス生誕
100年のために,3月 に出る と思い ますが,rマ ル クス ・シュ トゥデ ィエ ソ』
でお　ニ ほゆ
第4巻 の 公 刊 を い そ い で い ま す 。」
わ れ わ れ の 興 味 か らす れ ば,ヒ ル フ ァ デ ィ ソ グ が ロ シ ア 革 命 を ど の よ う に 見
{35)Ibid.、
(36)Ibid.
(37)Bauer,DasWeltbilddesKapitalismu's.1924.
(38)HilferdinganKautsky,13.X.[19]17,IISGKDXII630.
(39)Marx・-Studien,IV.Band,ErsterHalbband,Wien1918.この 巻 頭 にMaxAdler
が,DiesozialistischeIdeederBefreiungbeiKarlMarx.Zuseinemhundertsten
Geburtstageam5.Mai1918.を 書 い て い る 。
(4e)HilferdinganKautsky,3,XII.[19]17,IISGKPXII631,
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ていたかであ る。
1917年の2月 革命で,ロ シア ・ツァー リズムが打倒 された。 同盟国側は,ツ
ァー リズムを野蛮 な もの と見,そ れに対す る戦いを一 つの理 由に していた ので,
ツァー リズ ムの除去は,協 商国側 に とってモ ラルの点で有利 とな った。2月 の
革命は,10月の社会主義革命に転化す る。 ヒル ファデ ィソグの発言 は,こ の直
後の こ とであ る。
「ボルシ ェヴ ィキについての貴方 〔=カウ ッキ ー〕 の見解は,論 文 と同様 に,
大変,非 常 に興味深い。」 おそ らく,カ ウ ツキーの見解 とい うのは,12月2日,
すなわ ちこの手紙 の1日 前に ヒル ファデ ィングが落手 した カウッキ ーの手紙で
ぐ　ラ
あろ う。それは現在失 なわれている。論文 とは,DieErhebungderBolschewiki
の ことではあるまいか。
「またそ こに私 は一つの新 しい論拠 を見ます,わ れわれの見方 と見解 の大い
な る一致です。それ は,一 般的 には ロシ〔ア〕革命 の,特 殊的には ボルシ ェヴ
ィキの運命 におけ る,悲 劇的な ものです。 〔私 の〕心はそれで もかれ らの側 に
立 っています。」「かれ らは以前 と違 って今や……実際 に単独講和を求め よ うと
す るのか,そ してかれ らは実際に,協 商 国側 に対 して持続 して中立を主張す る
ことがで きると信 じているのか?そ して単独講和 は,もし可能な場 合(そ して
どんな条件で?),他 の戦線 での戦争 の長期化を意味 しないのだろ うか?」 ヒル
ファデ ィソグが発 した これ らの疑問は,誰 で もが抱 くであろ う当然な ものであ
る。 ここで単独講和 とは,も ちろん ドイッとソヴィエ ト・ロシア との間 のそれ
である。 ドイッが東部戦線 で講和 をすれば,当 然,西 部戦線 に軍事力を集中で
きる,と い う心配がでて くる。
「1905年に トロッキ ーは,も しロシ〔ア〕 の運動が他 の ヨ 一ーロ ッパ で も同 じ
く引 き継 がれ れ ば,ロ シ〔ア〕 ・プロレタ リアー トの独裁 は可能であった,と
考えた。 かれ は今た しかに同 じこ とを期待 しているにちがいない。 しか しこの
期待 は,余 り正 当ではない ように見え る。」 「なお私が恐れた ことは,現 在の
(41>LeiPzi8erVolkszeitun8,16,XI.1917,
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体制 自体 〔ロシアの体制一 引用者〕が維持 され得ないこ とです。状況 はた し
か に今だか つてなか った ものです,と い うのは,革 命的 プロレタ リア ー トと革
命 〔的〕農民 の結合体が,武 装 して軍隊 に組織化 されている,そ して,将 校団は
完全に解体 している…。それゆえ,権 力は,ま った くかれ らの側にある。 しか
し,敵 対者は,〔 ロシアの〕全 ブルジ ョアジ ーだけではな く,あ らゆ る他 国の
国家権 力です。 また,ド イ ツが東方作戦を まった く放棄 して,ボ ル シ ェヴ ィキ
にたやす く事をなさ しめ,そ して まさにそれ に よって隣国 〔=ロシア〕で大革
にか
命が安定化す るだ ろ う,と い うこ とは まず考 え られるで しょう。」
ヒル ファデ ィングは,戦 時に不十分 な ニュース ・ソースを もっていただけで
あったろ うが,か れの判断は,こ こでは適正である。
だが,ヒ ル フ ァデ ィソ グは,ロ シア革命 に対 して,微 妙 な見方を もっていた
わけである。
かれは,ト ロツキーに手紙 をか いた。 この時,ト ロツキ ーは,10月革命成功
の直後,外 務人民委員 に任 ぜ られ,ブ レス ト=リ トフス クの講和会議 に ロシア
側代表 として出席 していた。 だか らヒル ファデ ィソグの手紙 を受け とった のは,
1917年12月か ら翌年 の1月 までの頃であろ う。それは,10月革命以降,西 欧社
会主義 者か らロシア ・ボルシ ェヴ ィキへ とどいた最初の反響だ った。 ところが
そ こで,ヒ ル フ ァデ ィソグは,ウ ィーソのた くさんい る 「ドク トル」 の うちで,
1人の,ロ シアにいる捕 虜の釈放を トロツキ ーに願 っていた。 これは,も しか
す ると,オ ッ トー ・バ ウア ーの ことか も知れない。 そ して,手 紙 では,革 命の
こ とな ど一言 もふれ られ ていなか った。 しか し,Du〔=君 〕で書かれていた。
トロッキ ーは,わ れ とわが 目を信ず るこ とがで きなか った。
ブ レス ト=リ トフス クの会議 が終 ってか ら,ト ロツキ ーは,レ ーニソに会 っ
たが,か れは元気 よ くトロッキ ーに尋ねた。
「ヒル ファデ ィングか ら手紙 を受 け とったそ うですね?」
「ええ,手 紙 を受け取 りました。」
「それで?」
幽 注㈹の手紙。
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「捕虜 になった 同国人の釈 放を願 っているのです。」
「それで,革 命 については何 んて言 ってるんです?」
「革命 の ことは,か れは何 も言 ってい ません。」
「何 も言 ってないって?」
「何 んに も!」
ぐるおヤ
「考 え られ ん!」
レー ニ ンは,目 を 見 開 い て トロ ツキ ー の 顔 を 見 つ め た の で あ る。
9.終 戦 の年
1918年,それは第1次 世界戦争の終 る年 であった。 ロシアが戦線か ら離 脱 し
ていたため。そのため,同 盟国側 は一時的に有利 となった。 もっ ともア メリカ
が1918年のなかばか らヨー ロッパに派兵 しは じめた。戦線では脱走兵がふえ,
交戦諸国 内では反戦気運が高 まった。 ボル シェヴィキの平和 アピールは,諸 国
人民 と国際政 治に影響 を与 えた。すなわ ち,直 ちに戦争への反応 策が捻 出され
ねばな らなか ったのである。1918年1月8日,ウ ィル ソソ大統領は講和条件 に
かんす る14ケ条 の提案をおこなった。3月 か ら7月 にかけて ドイッ軍 は西部戦
線で総攻撃をか けた。 しか し,結 局勝利 できず,反 対 に7月 か ら戦局は変化 し
は じめ,協 商国が戦略上 の優位 に立 った。g月 に協商国が,総 攻撃 に移 った。
ヒル フ ァデ ィソグは9月 に書 いてい る。 「10月のは じめの 日々にベ ル リソに
ゆ こうとい う希望があ ります…」。 つづいてわれわれ の興味 をひ くのは,フ ラ
く　 ラ
ン ッ ・ メ ー リ ン グ のrマ ル ク ス 伝 』 に 対 す る か れ の 見 解 で あ る 。 「私 は,か れ
〔=F・ メ ー リ ソ グ〕 の マ ル ク ス 伝 記 を 読 み ま し た 。 そ れ は 新 し い も の で は 絶
対 に な い 。 最 良 の も の は,若 き マ ル ク ス に 関 す る 諸 章 で す,す な わ ち,遺 稿 出
(43)LeoTrotzki,MeinLeben.Berlin1930,S.197-198.トロ ツキ ー 『わ が 生 涯 』
1.現 代 思 潮社,1968年,381ペー ジ 。
トロ ツキe・一は,だ か ら こ こで 「ヒル フ ァデ ィン グに とっ て は,10月 革 命 も,ブ レス
トの悲 劇 も,か れ の 同 国 人 の と りな しを す る機 会 に過 ぎな か っ た」 と考 え た。
(44FranzMehring,KarlMarx.GeschichteseinesLebens.Leipzig1918.
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ぐ　 り
版 でかれが光をあてた こ との総括 です。それか らのちは,事 柄 は絶対に不十分
です。それ ら,た とえば,東 洋問題に対す るマル クスのあ らゆ る立場,戦 争に
対す るかれの立場,そ してかれがそ こで経た発展は,完 全 に表面的な こ とに と
どま り,多 かれ少なかれ一般 的に知 られた ことです。 もちろん,シ ュヴ ァイツ
く　 ヤ
ァー や バ クーニン〔の問題〕は うま く切 り抜けているが,メ ー リソグは,も う
貴方や アウグス ト 〔・ベ ーベル〕 となる とできない一 要す るに,ま さに,か
れの叙述は,通 俗的 で,実 際手軽 に認め る初心者向きの入門書 としては,否 定
で きない効用を もちえ ます,一 」 「当面,イ ソターナシ ョナルの扱いの よう
に,不 十分で また は誤 っている もの,そ れゆえた しかに余 り比重 がおかれてい
ないわけですが一 この叙述は今 こそ科学的伝記を必要に させ ます。」
ヒル ファデ ィングは,ロ シアの社会主義について書 いてい る。「さしあた り,
まさに,武 器の批判 が,批 判の武器 よりもなお決定的です,そ して後者は,ボ
ル シ 〔エヴ ィキ〕 に対 しては,前 者 よりもなお急速 に決定的になる,と 私は推
察 します。 アジア的 マル クス主義 〔・=ボル シェヴ ィズム〕 がなん と多 くの損害
ほ　り
を な し,ひ き起 した の か が,今 後 盲 人 に さ え 明 らか に な る で し ょ うQ」 これ は,
レー ニ ソ指 導 の 社 会 主 義 建 設,と りわ け 戦 時 共 産 主 義 を 指 して い る の か ど うか,
判 断 は む ず か しい 。
9月 に は,西 部 戦 線 で,協 商 国 側 が 総攻 撃 に 移 り,ド イ ッ軍 が 退 却 した 。9
月 末,ド イ ッ参 謀 本 部 は,、大 破 局 を 恐 れ,休 戦 提 案 を ドイ ッ政 府 との 会 議 上 で
述 べ た 。 協 商 国 との 休 戦 交 渉 を や りや す くす る た め,政 府 を 民 主 主i義的 に 装 お
う と し,自 由 主 義 的 とい わ れ た マ ッ ク ス ・フ ォ ン ・バ ー デ ソ を 首 相 とす る 内 閣
を 急 い で 発 表 した 。 協 商 国 側 で は,休 戦 条 件 は,国 益 の 相 違 に よ りそ れ ぞ れ 不
一 致 で あ った が ,ウ ィル ソソ の14ケ条 を も とに 講 和 す る こ とに 落 着 した 。 同 盟
国 側 もそ れ に 基 づ く講 和 締 結 を 申 し出 た 。
(45)AusdemliterarischenNachlaBvonKarlMarx.FreidrichEngelsund
FerdinandLassalle.herausg.vonF.Mehring,4.Bde,,Stuttgart1902.
㈹JohannBaptistvonSchweitzerラサルの創 立 した 全 ドイツ労働者協会 の,ラ サ
ル死後,会 長に な った。
(47)HilferdinganKautsky,8.IX,[19コ18,IISGKDXII632.
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ところで戦局は,急 速 に終 戦へ の最後の一押 しを与 えた。10月には,ト ル コ
帝国が休戦 した。 イタ リア ・オース トリア戦線 では,イ タ リア軍 が10月24日に
攻 撃をは じめ,ピ アヴェ河 の戦線 を突破 し,オ ース トリア領内に侵攻 しよ うと・
した。 その時すでに,ハ プス ブル グ帝国は頻死 の状態 にあ った。 カール1世 は,
ぐるゆ
なん とか帝制 を維持 して講和に もってゆ こ うと試みたが,手 お くれであ った。
帝国内の各国には 自立国家が樹立 されつつあ った のである。兵士 は蜂起 し,あ
るいは戦線 か ら脱走 して帰郷 しつつあった。10月28日にチ ェコス ロヴァキア国
家の創設が宣言 され,11月14日にチ ェコス ロヴ ァキア共和国が宣言,大 統領 に
マサ リクがなった。10月29日に,す べての南ス ラブ地方 をハ プス ブル グ帝 国か
ら分離 させ,独 立国家 ス ロヴェニア ・クロアチ ア ・セル ビアを宣言 した。 ガ リ
チエ ソは11月1日 に西 ウクライナ人民共和国になった。10月30日ハ ソガ リーで
革命 がは じま り,11月16日ハ ンガ リー共和国が宣言 された。 オース トリア=ハ
ソガ リ・一二重帝国は分裂 した。帝国の膝元 オース トリアでは10月30日に プロレ
タ リア・一 トを主力 とす る革命的運動がおきた。11月12日に共和 国が宣言 され,
カール1世 は退位 した。首相は カール ・レンナ ー,外 相は ヴ ィク トル ・ア ドラ
ーであった。 ア ドラーは任命後2週 間で病死 した ので,後 任 としてオ ッ トー ・
パ ウアーが就任 した。
11月3日に,「 オ 一ース トリア=ハ ンガ リー司令 部 は,パ ドヴァで協 商国 との
休 戦協定に調 印 した。そ の規 定に よ り,オ ース トリア=ハ ソガ リー軍 は,20個
師団を除 き,動 員解除 ・解体 され,武 器 ・弾薬 な ど軍需 品の大部分 と,オ ース
リ　ひ
トリア=ハ ソガ リー の 河 川 ・海 洋 艦 隊 は 」 協 商 国軍 に 引 き 渡 さ れ る こ とに な っ
た 。
同 盟 国 の トル コ とオ ー トリア=ハ ソ ガ リーが 事 実 上 の 降 伏 を した た め,ド イ
ッの み が 残 った 。 ドイ ツで は11月に 革 命 が お き,11月9日 に 君 主 制 が 転 覆 し
た 。
ヒル フ ァ デ ィ ソ グは,依 然 と して 第2移 動 伝 染 病 院 か ら手 紙 を 書 い て い る し
(48)Vg1.HelmutRumpler,1)asVδlkermanifestKaiserKarlsvom16.Oktober
1918,Wien1966.
㈹ ソビエ ト科学 アカデ ミー 『世界史 』現代1.東 京 図書,1964年,127ページ。
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最後の ものは1918年10月28日なので,少 くともこの 日までは,テ ィロルで勤務
していた。 ハ プスブル グ帝国の崩壊に よって,か れは軍務をその後す ぐ解かれ
(注)
たであろ う。かれは ウィーソに戻 った。(未 完)
ぐ
(注)引 用文中 の アンダーライ ンは,原 資料 どお り。 これ らの手紙 はす べて未発表。
[]の 中は,す べて筆者 のお ぎない。 、
